
第15回ユネスコスクール全国大会 第４分科会

ユネスコスクールを動かす教職員とは？
～　活 気 の あ る 学 校 づ く り の 秘 訣　～

尾道市立重井中学校　藤本 弘興



重井中学校の概要①

今治

尾道

因島



重井中学校の概要②

重井町

細島

▲かつては除虫菊の生産で隆盛

▲造船関連企業がてがける因島の
　オリジナル野菜 しまなみリーフ

明治22年　　　　　昭和２８年　　　　 平成１８年
御調郡重井村→因島市重井町→尾道市因島重井町
人口は　　昭和４０年頃　　　　　現在
　　　　　５０００人　→　３５００人
　　　　　　　　　人口減少と少子高齢化が課題



重井中学校の概要③

重井町

細島

▲重井東港から見た 細島

細島

▲尾道市公営渡船　こまたき
　　重井西港と細島を１５分で結ぶ

細島の人口は
　平成７年　８５人　→　令和２年　２７人　高齢化率70％超

重井町の課題は　持続可能な地域社会づくり　



ユネスコスクール加盟のねらいと取り組みの実際①

▲本校に隣接する因島鉄工業団地

本校卒業生でもある経営者の願い
　重井の子には出会いと体験が不足している。
体験を通して成長させてもらいたい。

幼・小・中１１年間を同一集団で生活する生徒の疑問
　先輩、高校生になったらどうやって友達を
作ったらよいのですか？

地元企業からのご協賛をいただいて実施する

　　   豊かな「人間力」育成のための体験活動推進事業
ユネスコスクールへの加盟による

　　　　ユネスコスクールのネットワークを活かした　出会いの創出と情報発信



ユネスコスクール加盟のねらいと取り組みの実際②
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教 育 課 程 の 工 夫

「英会話」の授業を実施
　・英語の教科書を使用せず、英語の教員も
　　指導しない。
　・県教委からの特別非常勤講師の措置
　・１年生２０時間、2・３年生各１５時間
　・好きな理由
　　小学生「英語の歌やゲーム」
　　中学生「友達や先生との英語でのやりとり」
　・３年生は台湾のランタン校と英会話での交流

「平和学習」を実施
　・ユネスコ憲章
　「戦争は人の心の中で生まれるものであるか
　ら、人の心の中に平和の砦を築かなければなら
　ない」
　・特別授業「因島空襲」
　・特別授業「モルドバで見たこと感じたこと、
　　そして今思うこと」→道徳の自作資料に

SDGs 持続可能な地域社会の一員として
　・平成３０年７月西日本豪雨による浸水・がけ崩れ
　　学区内の善行寺では500基の墓が流された
　・高齢化が進む重井町の避難所では
　　中学生には支援者の役割が求められる
　　→図上演習、避難所開設ゲーム、炊き出し体験の実施
　・模擬会社の収益金を地区の社会福祉協議会へ寄贈
　　→「かまどベンチ」設置費用の一部として活用
　・海のSDGs



ユネスコスクール加盟のねらいと取り組みの実際～マスコミに取り上げたいただいた活動の一部
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ユネスコスクール加盟のねらいと取り組みの実際②
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教 育 課 程 の 工 夫

「英会話」の授業を実施
　・英語の教科書を使用せず、英語の教員も
　　指導しない。
　・県教委からの特別非常勤講師の措置
　・１年生２０時間、2・３年生各１５時間
　・好きな理由
　　小学生「英語の歌やゲーム」
　　中学生「友達や先生との英語でのやりとり」
　・３年生は台湾のランタン校と英会話での交流

「平和学習」を実施
　・ユネスコ憲章
　「戦争は人の心の中で生まれるものであるか
　ら、人の心の中に平和の砦を築かなければなら
　ない」
　・特別授業「因島空襲」
　・特別授業「モルドバで見たこと感じたこと、
　　そして今思うこと」→道徳の自作資料に

SDGs 持続可能な地域社会の一員として
　・平成３０年７月西日本豪雨による浸水・がけ崩れ
　　学区内の善行寺では500基の墓が流された
　・高齢化が進む重井町の避難所では
　　中学生には支援者の役割が求められる
　　→図上演習、避難所開設ゲーム、炊き出し体験の実施
　・模擬会社の収益金を地区の社会福祉協議会へ寄贈
　　→「かまどベンチ」設置費用の一部として活用
　・海のSDGs



ユネスコスクール加盟のねらいと取り組みの実際③

重井中学校夏季特別講座　　SHIGEI SUMMER SEMINAR
第　1　日（８月１日） 第　2　日（８月２日）

１年生 ２年生 ３年生 １年生 ２年生 ３年生

１校時

ふるさと学習
「重井の昔と今」

「しまなみリーフ
の挑戦」

「重井のシンボル
白滝山」

「因島の花　除虫
菊」

「ものづくりの重
井」

「7つの習慣」
尾道高校主幹

「着こなし講
座」
カンコー学生服

防災教室
防災マップづくり
　　尾道市総務課
　　　　

「高校生活の報告
と中学生のうちに
つけておく力」

本校卒業生

「ブリカンズの
１日・１週間」
尾道高校
ラグビー部監督

２校時
「着こなし講
座」
カンコー学生服

「面接・マナー
講座」

尾道商業高校

「接客の基本」
　セブンイレブン
　世羅店会長

「海洋教室」
弓削商船高等専
門学校准教授

３校時

「しまなみリー
フの開発とマー
ケティング」

岡本製作所

 
「瀬戸内の太平洋戦争　因島空襲」

せとうちタイムズ代表

４校時
夢の実現の仕方～努力で未来を切り拓く～

岡山龍谷高等学校 校長

 
「スマホ・ケータイ安全教室」

NTTドコモ中国







ユネスコスクール加盟のねらいと取り組みの実際④

平成30年 西日本豪雨で土砂災害

▲炊き出し体験学習
新聞紙とラップのお皿 ▲避難所開設ゲーム

職場体験の代替学習
SHIGEI MARCHE

「社会参画」を企業理念
として模擬会社による模
擬店の運営で販売・接客
体験　→　収益金全額を地
域社会へ寄贈　→　防災か
まどベンチの設置



教職員の意欲を高めるために必要な取り組み①

会議で企画書を検討する

FORMAL TALK
職員室や廊下での日常会話で企画を練る

WAIGAYA TALK<
①　職員どうしの日常会話を重視

②　マスコミへの情報提供
自校の取り組みが
　記事やニュースになると…

なんだか、すごい
ことをしたみたい

ですね

うちの学校のこと
じゃないみたい

教職員が
スクールプライドを
もつようになる
MUST  プラス　WANT TO
へ



教職員の意欲を高めるために必要な取り組み②

わたし、
イングリッ
シュキャンプ
をやりたいん

です

WAIWAI
        GAYAGAYA ランチはどうしよう？

郷土料理の「しょうゆ飯」はどうで
しょうか？
尾道いなりがいいんじゃない？

WAIWAI
        
GAYAGAYA

▲尾道いなり



教職員の意欲を高めるために必要な取り組み③　学区内の離島 細島 を教材に

教職員のフィールドワーク　はじめて訪れた学区内の離島「細島」

▲重井西港から乗船 ▲桟橋付近にある細島の集落 ▲細島の美しい海水

▲細島の神社 ▲峠を越えると広がる農地 ▲歴史を伝える石造物



教職員の意欲を高めるために必要な取り組み④　学区内の離島 細島 を教材に

生徒のフィールドワーク　「細島」探検学習

▲軽トラックとともに細島へ ▲タブレットをもって散策 ▲海岸での自然観察

▲はっさくを見つけた ▲山すその果樹園

１年生の学級担任は
音楽の先生

↓
音楽の先生ならではの
学習のまとめにしても
らいたい

とお願い



教職員の意欲を高めるために必要な取り組み⑤　学区内の離島 細島 を教材に

生徒個人が
俳句で学習のまとめ

細島の 庭で見つけた 大自然大自然 ゴミひとつない 海の中光る海 瀬戸内望む 絶景地

生徒全員の
俳句をまとめて唄に

　細島の唄　
　　　　　　　　　　　　　　　　　作詞/作曲 令和４年度生　
　貝殻きらり　澄んだ海
　　　　　　　　　　細島の海　素敵だよ
　心落ち着く風景で
　　　　　　　みんなを笑顔にさせるんだ
　自然の宝庫　細島に
　　　　　　　　　　温かい人　光る海

　　　　↓
文化祭で合唱を発表
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My Recording

null

46.915466
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My Recording

null

46.915466



教職員の意欲を高めるために必要な取り組み⑥　学区内の離島 細島 を教材に

代表生徒が FMおのみち に出演し情報発信

ブラッシュアップして
細島の皆さんに届けよう!

細島行きのフェリーの
桟橋で流してもらいたいな!!

マスコミ報道で
　教職員は意欲を高め、　生徒は自信や誇りをもち、
　地域・保護者からのご支援・ご協力が深まった。



教職員等の意識の変化①　～本校の学校評価アンケート結果から～

設　　問　　等 ６月 １２月

重井中は一味違うと感じる生徒の割合 93.3% 95.9%

重井中は一味違うと感じる保護者の割合 90.0% 93.0%

重井中は一味違うと感じる教職員の割合 100.0% 100.0%

重井中で学んでよかったと感じる生徒の割合 93.6% 93.9%

重井中で学ばせて良かったと感じる保護者の割合 92.5% 93.0%

重井中に勤務してよかったと感じる教職員の割合 100.0% 100.0%



教職員等の意識の変化②　～尾道市教委の「働き方改革」アンケート結果から～

設　問　等 令和３年６月 令和４年１２月

管理職は慣例にとらわれない新しいアイデアについ
ても積極的に支援している 83.0% 100.0%

日々の業務の中で充実感を得られている 83.0% 100.0%

担当業務について管理職から理解されている 83.0% 100.0%

新たな取り組みを行う場合、スクラップ アンド ビル
ドを行っている 83.0% 100.0%

教職員間で業務の手助けなど、互いに頼みやすい雰
囲気がある 83.0% 100.0%

学校教育目標の達成に向けた取り組みに、すべての
教職員が参画している 77.0% 100.0%

「教職員の働き方改革」を継続し、教育課程の改善や生徒の資質・能力を育成するため
のアイデアが出せる余裕の確保、WAIGAYA TIMEの確保が必要不可欠
　そのためには、学校管理職の働き方の見直しも必要



ユネスコスクールの取組・活動を継続するための工夫

▲瀬戸内の朝日

令和元年度末からのコロナ禍で、さまざまな制限を受けた教育活動
　各校で、教育の目的を達成するための教育活動の工夫を実施

ユネスコスクールの取組・活動も
　前年度踏襲ではなく、
　生徒の実態や社会環境の変化に対応しながら
　ユネスコスクールの目的を達成するための改善の繰り返しが肝要



ご清聴いただき、ありがとうございました
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